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今回はいつもの報告コンテンツに加え、上期での減益の要因に関する説明と、通期の
見通し変更点について、説明いたします。
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CMPセグメントの構成差とは精密減速機の売上が期首計画比で減少していることを言
います。
ACBセグメントの減益の理由は後程、各セグメントのスライドで詳細を述べます。
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上期配当は36円で取締役会決議しました。
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本社費や減価償却費の減少により、上期計画比で減益幅を圧縮しました。
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売上高は期首計画比10億円減の3,070億円。当期利益は2018/1Qの持株会社である
ハーモニックドライブシステムズ社の増資による特別利益などを含め236億円となる見
通しです。
配当は安定配当という観点から、現時点では配当性向35%以上の73円を予定していま
す。
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減速機需要の落ち込みの要因は、主に北米の自動車メーカーで使用される産業用ロ
ボット向け減速機の受注の弱まりによるものです。
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営業利益の上期、通期での減少はOVALO社の減損と損失によるものです。
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建物用ドアで、東京を除く主に東日本エリアで工期遅れが発生しています。
上期での営業利益減少要因としては、①五輪に向けた建設需要増を見込み、2017年
に増員した分の人件費②2016年に買収したナブコシステムのPost Merger Integration
プロセスでの就労管理システム導入のコスト増加が挙げられます。
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太陽光発電を積極的に導入し、2015年比で2020年に3.7倍の発電規模にする計画で
す。
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2018年のCMPの計画値は既に2020年の売上参考値を超えているので、2018年中に見
直す予定です。
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Audi社との共同プロジェクトによる売上は、遅れが生じているもの将来に向かって進捗
しています。
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カンパニーの設計開発以外に、本社での開発体制がありますが、更にスタートアップ企
業への投資などで、ナブテスコの周辺事業の拡大を図るべくＣＶＣを設立しました。
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精密減速機の生産能力の増強は順調に進めています。

新型減速機シリーズはねじり剛性、モーメント剛性、トルク密度を向上させたものであり
ます。
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